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エゾノギシギシの防除に関する生態学的研究
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緒日

著者ら 4)は，第5報において窒素施肥レベソレがエ、ノ、ノギシギシ (Rumexobtusifolius L. ) ~乙対して

敏感に反応し，とくに秋に出芽・生長し越冬した個体の反応が顕著であることを明らかにした。

弓|き続き，本報では燐酸施肥処理がageを異にする本雑草の生育および体内無機成分にいかなる影響を

およぼすかについて検討したので，その概要を報告する。

材料および方法

本試験は北海道江別市文京台緑町の酪農学園大学構内で，洪積性重粘土壌を充填した2000分の1aワグ

ネルポットを用いて実施した。供試材料は，エゾノギシギシの春播き，秋播きおよび株植えで，春播き区

では1985年4月18日比播種し， 6月3日に定植した。秋播き区では1985年5月6日に前年の秋に出芽した苗(1 

個体の平均生体重2.69)を定植した。株植え区では 1985年5月6自に数年の株(1個体の平均生体重

187.6 9 )を定植した。処理区は過燐酸石灰を用いてポットあたり P205:0g区(以下P09区)， P205 : 

1 9区(P 1 g区)， P205: 29区(P2 9区)， P2 05 : 4 g区(P49区)およびP205:89 (P89区〕の

5処理区を設けた。 P205以外の肥料は各区とも共通して，ポットあたりN:2 g (硫安 109)， K20: 2 

g (硫加4g )およびCaC03 : 12fl(炭カノレ 12g )を施した。栽植個体数は 1ポットあたり 2個体とし，

試験を 3反復で、行った。

調査は，定植後1週間おきに草丈および葉数について行った。 すなわち，春播き区では 6月 11日か

ら7月23日まで7回，秋播き区では5月7日から 7月9日まで 10回，株植え区では5月7日から 7月2

日まで9固にわたり測定した。掘取り調査は，開花期(春播き区は7月26日，秋播き区は7月11日，株植

え区は7月5日)に行い，掘取り後，ただちに葉部，茎部および根部に分け生草重と乾物重を測定した。

そのほか，部位別の全窒素含有率 (T-N%)，燐含有率(P%) ，加里含有率 (K%)，カルシウム含

有率(Ca %)およびマグネシウム含有率 (Mg%)を定量した。 なお， T-NはKjeldahl法， Pはパ

ナドモリブ、デン酸による吸光光度法， Kは炎光光度法， Ca . Mgは原子吸光光度法により行った。
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結果

1.草丈

燐酸施肥レベル別の草丈の推移を表lに示した。春播き区では調査開始の6月11日から 6月18日まで

は処理区聞に有意差が認められなかったが， 6月25日以降の草丈に有意差が認められ，とくにpor;区で
極めて劣り， P 1 r;区でもやや劣った。秋播き区では調査開始の5月7日から5月21日までは区聞に有意

差が認められなかったが， 5月28日以降の草丈に有意差が認められ，とくにpor;区で極めて劣り， P 4 
F区でも若干劣った。株植え区では調査開始の5月7日から5月28日までは区聞に有意差が認められなか

ったが， 6月4日以降の草丈に有意差が認められ， P 0 r;区で、劣った。

表1 燐酸施肥レべ、ル別の草丈の推移 (侃)

エkぐと 5 6 7 

7 14 21 28 4 11 18 25 2 9 16 23 

P 0 r;区 4. 0 4.2 5.2 6.5 8. 7 11. 8 14. 6 

春 P1 r;区 3.3 4. 5 8. 7 15. 1 23. 5 30. 3 34. 6 

播 P 2 r;区 3.0 4. 7 9.8 17.8 27. 1 36. 7 44. 3 
き P 4 r;区 3.4 5.0 10.0 16.9 27.8 35.0 41.6 

~ P8r;区 3. 1 5.4 10. 1 18. 3 27. 0 36. 7 41. 9 

LSD (5%) NS NS 1.6 2.6 2.8 3. 0 4. 3 

P 0 r;区 8.0 8. 2 8.0 8. 8 9.4 10.9 13.6 18.6 21. 0 26. 0 

秋 P1 r;区 8.0 8.0 7.811.0 15.6 21.7 31.0 37.6 41. 7 64.0 

播 P2 r;区 8.2 7.9 8.5 13. 1 17.0 24.5 33.4 38.9 44. 5 65. 7 
き P 4 r;区 8.1 7.9 7. 7 10. 8 15.2 21.4 28.4 37.7 40.6 57.5 

~ P8r;区 8.2 7. 8 9.3 14.4 19.6 27.6 34.8 41.8 48. 6 68. 4 

LSDC5%) NS NS NS 1.7 2. 5 3. 5 3. 3 4.4 4. 2 6.9 

P 0タ区 20.4 20.7 18.8 22.5 23.7 26.0 28.5 34.6 45. 8 

株 P1 r;区 20.4 20.8 18.5 23.0 29.9 35.0 36.9 44.9 63. 4 

植 P2 r;区 19.3 19.2 16.9 20.1 25. 3 32. 8 36. 5 41. 9 59. 4 
え P 4 r;区 21.1 19.9 17.8 22.7 27. 8 33. 5 37. 5 46. 6 59.4 

~ P8r;区 1~ 9 1& 2 1~ 1 2~4 27.3 32.2 36.2 46.4 59. 7 

LSD(5%) NS NS NS NS 2.7 3. 6 3. 5 7. 2 9. 7 

2. 葉数

燐酸施肥レベ、Jレ別の葉数の推移を表2t乙示した。春播き区では調査開始の6月11日比は処理区聞に有意

差が認められなかったが， 6月18日以降の葉数民有意差が認められ，燐酸の施肥量が増すl乙ともない葉数

が増加し，とくにP0 r;区で、極めて劣った。秋播き区では調査開始の5月7日から5月21日までは区聞に

有意差が認められなかったが， 5月28日以降の葉数民有意差が認められ，とくにpor;区で極めて少なく，
P 8 r;区で増加した。株植え区では6月25日比区聞に有意差が認められたほかはいずれも認められなかっ

たが， P 0 r;区で少なかった。
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表2 燐酸施肥レベ、ル別の葉数の推移
(枚)

託ぐ1 5 6 7 

7 14 21 28 4 11 18 25 2 9 16 23 

p 0 9区 2.2 2.0 2.3 3.3 . 4.3 4. 0 4. 2 

春 P1 9区 2.0 2.5 4.2 7.7 12.3 24. 7 62.7 

播 P2 9区 2.3 3.5 6.8 11.0 17.3 44. 7 156.3 

き P 4 9区 2.5 3.2 4.7 9.8 18.0 37. 3 160.0 

区 P8 9区 3.2 4.8 8.8 14.3 20.7 43. 2 202.5 

LSD(5%) NS 1.2 2.4 3.3 3.8 17. 3 82.3 

P 0 9区 2.7 2.2 2.2 2.8 3.7 4.7 5.5 7.7 14.3 14.7 

秋 P1タ区 2.5 2.2 2.2 3.5 9.3 19.2 27.3 47.3 75.5 M8.5 

播 P2 9区ι 2.7 2.2 3.3 5.8 14.5 22.5 33.5 39.2 106.7 460.5 

き P 4 9区 2.8 2.0 2.5 3.8 12.7 22.3 31.7 49.5 122.3 455.5 

区 P8 9区 3.2 2.5 2.8 5.0 14.3 21.7 32.2 48.5 85.2 581.5 

L SD (5%) NS NS NS 1.7 3.6 5.3 5.7 9.9 52.3 193.4 

P 0 9 区 i 29.0 19.2 17.5 22.0 29.2 32.2 37.3 46.3 136.7 

株 P1 9区 31. 0 18.5 18.0 23.0 33.5 39.8 50.8 95.3 237.2 

植 P2 9区 23.5 16.0 17.5 25.5 34.2 43.3 56.3 59.2 206.8 

え P4 9区 25.5 14.5 14.8 20.5 30.8 44.2 58.3 118.3 267.8 

区 P8 9区 23.0 13.7 17.7 24.5 31.8 38.7 55.3 82.2 271. 7 

LSD (5%) NS NS NS NS NS NS NS 46.2 NS 

3. 生草重

燐酸施肥レベ、ル別の生草重を図 1500 

1 f乙示した。春播き区では，葉重，

茎重および合計重量において燐酸生

の施肥量が増すにともない増加し 草

たが，根重においてP09区で減少 1000 
重

したほかは大差はなかった。秋播
(9/pot) 

き区では，葉重，茎重，根重およ A 

ぴ合計重量とも P0 9区で顕著に

減少したほかは大差はなかった。

株植え区では，葉重および茎重に

おいてP0 [1区で顕著に減少した

ほかは大差なかった。合計重量に

おいてP0 9区で減少したほかは

P 1 9区でやや増加したものの大

差は認められなかった。
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図1 燐酸施肥レベル別の生草重

注) LSD(5%)は合計重量について表示

n
h
U
 

円
ノ
臼
1
i
 



燐酸の施肥量が増すにともない増 乾

加した。秋播き区では，葉重，茎 ι 

山 200
重，根重および合計重量とも， p 

o 9区で顕著に減少したほかは， 重

(9!pot) I工LSD(5%)=9.9 
P 1 9区でやや減少したものの大

4. 乾物重

燐酸施肥レベル別の乾物重を図

21乙示した。春播き区では，葉重

茎重，根重および合計重量とも，

差はなかった。株植え区では，葉

重において，燐酸の施肥量が増す

にともない増加し，茎重および合

計重量においても P1 9区でやや

増加しているものの，同様の傾向

にあった。

以上のように，根部を除いて春

播き区，秋播き区および株植え区
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図2 燐酸施肥レベル別の乾物重
注) LSD (5%)は合計重量について表示

とも，燐酸の施肥量が増すにともない増加する傾向が認められた。また，春播き区および秋播き区におい

て，燐酸施用区l乙比べ，無燐酸区が極めて劣った。

5 無機成分含有率

燐酸施肥レベ、ル別の無機成分の含有率を表3に示した。 T-N含有率は葉部において，春播き区，秋播

き区および株植え区とも，燐酸の施肥量が増すにともない低い値を示した。茎部および隈部においても春

播き区で同様の傾向を示したが，秋揺き区および株植え区ではp0 9区で高い値を示したものの，ほかの

処理区には一定の傾向は認め難かった。 P含有率は葉部，茎部および根部において，春播き区，秋播き区

および株植え区とも，燐酸の施肥量が増すにともない高い値を示した。 K含有率は葉部において，春播き

区で燐酸の施肥量が増すにともない低い値を示し，秋播き区も若干その傾向にあった。茎部において，春

播き区，秋播き区および株植え区とも， p 0 9区で高い値を示したものの，ほかの処理区はほぼ同様の値

であった。根部lκ乙おいて，春播き区でで、燐酸の施肥量が増す;に乙ともない低い値を示す傾向があつたものの，

秋播き区および

区および株植え区とも，燐酸の施肥量が増すにともない高い値を示す傾向にあった。根部においても春播

き区で同様の傾向がみられた。 Mg含有率は茎部において，春播き区および秋播き区ではp0 9区で高い

値を示したが，株植え区ではほぼ同様の値を示した。

乙のように，無機成分の含有率は燐酸レベルによる区聞に差異はややみられたものの，春播き区，秋播

き区および株植え区の聞には顕著な差は認め難かった。
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表3 燐酸施肥レベソレ別の無機成分含有率 (%) 

T-N P K Ca Mg 

葉部茎部根部 葉部茎部根部 葉部茎部根部 葉部茎部根部 葉部茎部根部

P09区 4.49 3.08 2.35 0.20 0.20 0.12 2.44 3.62 1.23 0.91 1.28 0.47 0.55 0.43 0.42 

春 P19区
播

4.12 2.56 1.89 0.23 0.25 0.13 2.24 2.35 1.05 1.72 1.34 0.92 0.58 0.33 0.35 

き P29区 3.88 2.35 1.50 0.28 0.31 0.16 1.86 2.02 0.96 2.24 1.57 1.01 0.65 0.33 0.29 

区 P49区 3.80 2.10 1.39 0.32 0.33 0.18 1.86 2.03 0.93 2.45 1.76 1.08 0.60 0.31 0.27 

P89区 3.25 1.86 1.25 0.31 0.38 0.21 1.62 2.13 0.92 2.94 1.69 1.16 0.58 0.32 0.26 

P09区 3.96 3.09 2.32 0.14 0.16 0.07 1.73 2.63 0.89 0.80 1.07 0.43 0.48 0.36 0.30 

秋 P19区 2.51 1.01 0.95 0.18 0.13 0.11 1.62 1.47 1.08 2.13 1.03 0.72 0.51 0.18 0.29 

T P2g区 2.22 1.13 0.65 0.23 0.22 0.15 1.41 1.48 0.83 2.31 1.16 0.89 0.54 0.20 0.24 
区 P49区 2.21 1.04 0.72 0.26 0.28 0.21 1.53 1.62 0.85 2.40 1.29 0.75 0.50 0.19 0.22 

P89区 2.17 1.09 0.66 0.29 0.30 0.25 1.40 1.41 0.88 2.47 1.18 0.87 0.55 0.21 0.25 

株
P09区 2.85 2.08 1.45 0.10 0.10 0.05 1.13 1.63 0.52 0.91 0.62 1.05 0.48 0.18 0.25 

植 P19区 2.25 0.97 0.65 0.17 0.12 0.06 1.45 1.27 0.54 1.61 0.94 1.09 0.51 0.17 0.20 

え P29区 2.08 0.98' 0.61 0.21 0.19 0.08 1.55 1.43 0.46 2.19 1.10 1.26 0.53 0.18 0.20 

区 P49区 2.04 0.87 0.71 0.25 0.20 0.12 1.30 1.29 0.53 2.40 1.15 1.24 0.59 0.18 0.23 

P89区 2.13 1.00 0.64 0.29 0.28 0.15 1.33 1.38 0.46 2.29 1.38 1.16 0.56 0.21 0.24 

6. 無機成分含有量

燐酸施肥レベ、ル別の無機成分の含有量を表4に示した。 T-N含有量は葉部，茎部，根部および合計量

において，春播き区および秋播き区で， P 0 9区で顕著に減少し，春播き区ではP1 9区も減少する傾向

にあったが，ほかの処理区はほぼ同様の値であった。一方，株植え区では葉部および茎部において， P 0 

P区が若干減少したが，逆l乙根部および合計量において， PO 9およびP19区で増加する傾向にあった。

株植え区の茎部および合計量を除いて区聞に有意差が認められた。 P含有量は葉部，茎部，根部および合

計量において，春播き区，秋播き区および株植え区とも，燐酸の施肥量が増すにともない増加し，区聞に

有意差が認められた。 K含有量は葉部，茎部，根部および合計量において，春播き区で燐酸の施肥量が増

すにともない増加した。秋播き区では茎部および合計量でその傾向にあり，株植え区の合計量を除いて有

意差が認められた。 Ca含有量は春播き区および秋播き区で， K含有量と同様の傾向を示し，株植え区の

葉部，茎部および合計量も，燐酸の施肥量が増すにともない増加し，株植え区の根部を除いて有意差が認

められた。 Mg含有量は葉部，茎部，根部および合計量において，春播き区で燐酸の施肥量が増すにとも

ない増加する傾向にあったのに対し，秋播き区および株植え区では， P 0 9区で減少したが，ほかの処理

区はほぼ同様の値であり，株植え区の根部を除き有意差が認められた。

乙のように，無機成分の含有量は燐酸レベルによる区聞に差異がややみられ，春播き区および秋播き区

の根部に比べ.株植え区のそれは若干異なった傾向を示した。
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表4 燐酸施肥レベ、ル別の無機成分含有量
( fj / pot ) 

いぐ T -N P K Ca Mg 

葉部茎部根部合計薬部茎部根部合計葉部茎部根部合計葉部茎部根部合計葉部茎部根部合計

P 0 9区 o. 06 0.01 0.02 O.ω0.01 0.01 0.01 0.01 0.03 0.02 0.01 0.06 0.01 0.01 0.01 0.02 0.01 0.01 0.01 0.01 

春 P 1 9区 0.56 0.35 0.15 1.07 0.03 0.03 0.01 0.07 O.却 0.330.08 0.71 0.23 0.19 0.07 0.49 O.偲 0.050.03 0.15 

播 P2 9区 0.76 o.白 0.14 1.56 0.05 O.ω0.02 0.16 o.お 0.570.09 1.02 0.44 0.44 0.10 0.98 0.13 0.09 0.03 0.25 

き P4 9区 0.82 0.61 0.14 1.57 0.07 0.10 0.02 0.19 0.40 0.59 O.閲1.08 0.53 0.51 0.11 1.15 0.13 o.ω0.03 0.25 

区 P8 9区 0.78 0.63 0.14 1.55 0.07 0.13 0.02 0.22 0.39 0.73 0.10 1.22・0.71 0.58 0.13 1.42 0:14 0.11 0.03 0.28 

LSD(5箔) 0.08 0.18 0.03 0.23 0.01 0.03 0.01 0.03 0.05 0.17 0.02 0.19 0.06 0.13 0.02 0.16 0.01 0.03 0.01 0.04 

P 0 9区 0.21 0.10 0.14 0.45 0.01 0.01 0.01 0.02 O.ω0.08 0.05 0.22 0.04 0.03 0.03 0.10 0.03 0.01 0.02 O.侃

秋 P 1 9区 0.81 O.印 0.26 1.75 0.06 o.ω0.03 0.18 0.52 O.叩 0.29 1.佃 0.690.69 0.19 1.57 0.16 0.12 O.偲 Oお

播 P2 9区 0.80 0.91 0.23 1.94 O.郎 0.180.05 0.31 0.51 1.20 0.29 1.関 0.830.94 0.31 2.回 O.加 0.160.08 0.44 

き P4 9区 0.87 0.77 0.23 1.87 0.10 0.21 O.町 0.38 0.60 1.20 O.幻 2.07 0.94 0.95 0.24 2.13 0.20 0.14 0.07 0.41 

区 P8 9区 0.75 1.01 0.19 1.95 0.10 O.沼 0.070.45 0.49 1.31 0.25 2.05 0.86 1.10 0，25 2.21 0.19 0.19 0.07 0.45 

LSD(5%) 0.10 0.12 0.06 0.22 0.01 0.02 0.01 O.但 0.06 0.17 0.06 0.25 0.12 0.12 0.06 0.25 0.03 0.02 0.02 0.05 

P 0 9区 0.72 0.74 2.09 3.55 0.03 0.03 0.07 0.13 0.29 O.回 2.193.06 0.23 0.22 1.52 1.97 0.12 0.06 0.36 0.55 

株 P 1 9区 O. 17 1.03 1.20 3.40 0.09 {).13 0.11 0.33 0.76 1.34 1.00 3.10 0.84 0.99 2.02 3.白 0.270.18 0.37 0.82 

植 P2 9区 1.10 O.回 0.81.2.79 0.11 0.17 0.11 0.39 0.82 1.28 0.61 2.71 1.16 0.98 1.67 3.81 .0.28 0.16 0.27 0.71 

え P4 9区 1.13 0.81 O.叩 2.93 0.14 0.19 0.17 0.50 0.72 1.21 0.74 2.67 1.泊1.07 1.73 4.13 0.33 0.17 0.32 0.82 

区 P8 9区 1. 28 1.03 0.94 3.25 0.17 0.29 0.22 O.臼 0.80 1.42 0.68 2.伺1.沼1.42 1.71 4.51 0.34 0.22 O.話 0.91

LSD (5$紛 0.16 NS 0.78 NS 0.01 0.04 0.06 0.10 0.08 0.32 0.74 NS 0.12 0.2准 NS 1.06 0.04 0.04 N S 0.22 

考察

本実験では， ageの異なるエゾノギシギシを用いて燐酸施肥レベルを変えた場合，その生育および体内

無機成分にいかなる影響をおよぼすかについて調査，検討したものであるが，乙乙で若干の考察を加えて

みたい。

Hovelandら1)は，数種の夏生・冬生雑草についての燐酸に対する反応は，反応しやすい草種と反応

しにくい草種があり，また，とく I乙燐酸欠乏の顕著な草種は極端に生育が妨げられ，特有な赤紫色を帯び

るζ とを報告している。池永ら 2)はアオピユの肥料三要素試験において燐酸欠乏では生育が著しく悪かっ

たととを報告している。猪谷ら 3)はセイタカアワダチソウにおいてa燐酸の肥料効果が大きいとし，村山 5)

はエゾノギシギシの燐酸に対する反応は顕著なものがあり，燐酸施肥の効果が大きい乙とを認めている。

本実験において，地上部では春播き区，秋播き区および株植え区とも無燐酸区で著しく劣った。とくに

春播き区と秋播き区では拍苔すらしなかった。乙れに対し地下部では春播き区および秋播き区とも無燐酸

区で生育が著しく悪かったのに対し，株植え区では燐酸施用区と大差なかった。乙のζ とは種子からの植

物体(春播き)および幼苗からの植物体(秋播き)は燐酸欠乏の影響を受けやすいのに対し，株植えの植

物体(株植え)は根系に蓄えられている養分のため，影響を受けにくいものと思われる。

以上のζ とから，エゾノギシギシは燐酸施肥l乙対して敏感に反応し，しかも age~L.よっても反応が異な

った。すなわち，秋に出芽・生長して越冬した個体および春l乙出芽・生長した個体の反応が顕著である乙

とが明らかとなった。 ζの乙とは牧草地における本雑草の繁茂を抑制するためには，とくに造成時におけ
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.る施肥管理にあたって十分な注意を払う必要のある乙とを示唆している。
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